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●組合員に業況調査を実施 

綿・スフ織物業界では、新型コロナウイルス感染拡大前の２０１９年後半から、米中貿易摩

擦、日韓問題、ユニフォーム関連の生産調整、衣料品の販売不振、大手ＳＰＡのさらなる海

外への生地発注など様々な要因が重なり、非常に状況が悪いさなかに、感染拡大の影響を

受けたが、綿工連では、５月後半から６月にかけて組合員に業況調査を行った。 

その結果、５月までで対前年比３０％以上の減となり、６月以降の見通しは、さらなる減少

か、全く見通しもつかないという企業がほとんどであり、組合員数もこの１年で約５０社減の約

５３０社となった。 

一方で、マスク用の生地だけでなく、マスクを手掛ける企業なども出てきている。 

綿工連では、これらの結果を踏まえ、今後経済産業省等に要望等を行っていく予定である。 

 

＜参考＞ これまで日本繊維産業連盟を通じ、綿工連から経産省に対して行った要望事項 

    ・電気料金の大幅値下げ 

・国内生産への推奨 

・雇用調整助成金のさらなる要件緩和、手続きの簡素化、支給のスピード化 

・実習が困難となった外国人技能実習生に対する雇用維持支援の緩和 

・無利子での融資枠を拡大（民間金融機関にも拡張）、審査の簡略化、支給のス

ピード化 
・固定資産税の減免 

・その他中小企業への助成金の拡充等 

 

組合員に業況調査を実施／綿工連綿’ｓ倶楽部委員会開催／第１３４回繊維通

商問題委員会開催／「先端設備導入計画」更新措置／「持続化補助金（コロナ

特別対応型）」公募要領更新／令和２年度第２次補正予算案成立／２０２０年 

３月末までの消費税転嫁対策の取組状況／夏季エネルギー対策について／綿

工連産地・企業の新聞掲載記事一覧（２０２０年６月）／特許公開情報 

 

 

主 な 内 容 
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●綿工連綿’s 倶楽部委員会開催 

６月１３日（土）、大阪綿業会館において、今年度第１回目の綿工連綿’s 倶楽部委員会が

開催された。当日は、綿’ｓ倶楽部正副委員長の交代があり、知多組合の安藤嘉嗣氏に代

わり、奈良組合の笹田昌孝氏が委員長に就任した。副委員長には泉州組合の飯田耕平氏

が新任。天龍社の加藤寿佳氏は継続する。また、委員については三州組合が加藤勇人氏、

播州組合は橋本裕司氏が新委員となった。 

その後、今年度の活動計画として全国交流会、勉強会等を実施することとなった。続いて、

新型コロナウイルスの影響で綿工連傘下機業も厳しい業況の中、出席者産地や自社の景

況などについて情報交換が行われた。   

 

●第１３４回繊維通商問題委員会開催 

６月１０日（水）、繊産連の第１３４回繊維通商問題委員会が開催された。議題は、（１）日

本の繊維貿易の現況について（２０２０年１～４月期・２０２０年４月）、（２）各国とのＥＰＡ交渉

状況について、（３）その他、夫々説明と意見交換が行われた。 

１. 輸出入全般の動向 

  ２０２０年１－４月期の繊維貿易 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出  ２７７,０３７ ９５.５ 
 

２,５４９ ９７.３ 
 

輸 入 １,３６８,４４７ 

 

 

 

 
 

９８.３ 
 

１２,６１７ １００.２ 

① ２０２０年４月単月に関しては、輸出は円ベースで６４,０６２百万円（前年同月比 

８１ .３％）、輸入は円ベースで４３３ ,０３７百万円（前年同月比１２４ .０％）。 

② ２０２０年１－４月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年

同期比は繊維原料は１１２.３％、糸類（紡績糸・合繊糸）は９２.７％で、うち綿糸は 

５５.４％、毛糸は７０.０％、合繊糸は９３.０％。織物は８６.７％で、うち綿織物は 

７６.４％、毛織物は６７.５％、合繊織物は８４.６％。二次製品は９７.９％。輸入（円ベ

ース）の前年同期比は、繊維原料は８４.０％、糸類（紡績糸･合繊糸）は８２.９％で

うち綿糸は８４.５％、毛糸は６０.６％、合繊糸は８５.８％。織物は８６.６％で、うち綿

織物は８６.４％、毛織物は６８.２％、合繊織物は８３.７％。二次製品は９９.６％。 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 〇輸出（２０２０年１－４月累計） 

   Ⅰ.２０２０年１－４月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは 

９５.１％、欧州９３.２％。 

   Ⅱ.アジアにおいては中国が８８.０％。シェアは２５.３（前年同期比－２.２ポイント）。ア

セアン主要国は前年同期比でインドネシアが１０２.６％、カンボジア１０１.０％と増
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加。ミャンマー９９.９、ベトナム９０.８％と減少している。アセアン全体でも９４.４％、

シェアは２５.２％（前年同期比－０.３ポイント）と減少傾向が続く。アセアン以外で

はパキスタン１０５.１％、バグラデシュが１０４.５％と伸びている。また、西アジア全

体で１０７.３％、台湾は１１９.２％。 

   Ⅲ.米州は９５.９％、シェアは１０.８％。 

〇輸入（２０２０年１－４月累計） 

   Ⅰ.２０２０年１－４月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が 

９９.７％、米州９７.０％、欧州８１.８％。 

   Ⅱ.アジアでは中国が１００.２％、シェアは５５.７％（前年同期比＋０.９ポイント）と回復

傾向。 

   Ⅲ.アセアン全体では１０１.４％、シェアは２８.９％と微増。主要国で前年同月比はベト

ナム１０７.０％、シェアは１３.７％（前年同期比＋１.１ポイント）。ミャンマーが１１５.５％、 

シェアは３.１％（前年同期比＋０.５ポイント）。アセアン以外では香港が１２２.６％と伸

びが続くが、台湾９５.４％、パキスタン８４.８％と低調。 
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●「先端設備導入計画」更新措置 

６月２日に「先端設備導入計画の手引き」が更新された。新型コロナウイルス感染症の影

響を受けながらも新規に設備投資を行う中小企業等を支援する観点から、生産性革命の実

現に向けた固定資産税の特例措置に事業用家屋と構築物が追加された。事業用家屋は取

得価額の合計額が３００万円以上の先端設備等とともに導入されたもの。構築物は旧モデ

ル比で生産性が年平均１％以上向上するもの。 

「生産性向上特別措置法案」に基づき、固定資産税の特例措置をした市町村において

先端設備導入計画の認定を取得した事業者、又は、中小企業等経営強化法に基づく経営

革新計画の承認を取得して一定の要件を満たす事業者が対象。 

また、設備等導入計画の最大のメリットであった「固定資産税の軽減」期限が２０２２年度

末（２０２３年３月３１日）に２年間延長された。 

〇中小企業庁「導入計画策定の手引き」（２０２０年６月１日） 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/2020/      

200601seisanseiSentan.pdf 

 

○新型コロナウイルスで影響を受ける事業者支援策パンフレット     

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf    

 

 

●「持続化補助金（コロナ特別対応型）」公募要領更新 

６月１５日に「持続化補助金コロナ特別対応型」の第４版となる公募要領が公開された。今

回の公募にあたっては、新型コロナウイルスが事業環境に与える影響を乗り越えるために前

向きな投資を行いながら販路開拓等に取り組む事業者へ重点的な支援を図る。  

 本補助金事業は、具体的な対策（サプライチェーンの毀損への対応、非対面型ビジネス

モデルへの転換、テレワーク環境の整備）に取り組む小規模事業者等の地道な販路開拓

等を支援するため、原則１００万円（補助率２／３または３／４）を上限に補助するもの。（本誌

６月号に関連記事）  

〇申請書送付締切： 【第３回】 ８月７日（金） ・ 【第４回】 １０月２日（金） 

〇公募要領 

＜日本商工会議所＞                ＜全国商工会連合会＞ 

https://r2.jizokukahojokin.info/corona/      http://www.shokokai.or.jp/jizokuka_t/  

                           

               

 

 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/2020/200601seisanseiSentan.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/2020/200601seisanseiSentan.pdf
https://r2.jizokukahojokin.info/corona/
http://www.shokokai.or.jp/jizokuka_t/
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●令和２年度第２次補正予算案成立 

新型コロナウイルス感染症対策を盛り込んだ令和２年度第２次補正予算案が６月１０日に

衆議院で可決。１２日に参議院で可決され同日成立した。歳出総額は３１兆９,１１４億円、事

業規模１１７.１兆円。 

第２次補正予算では雇用と事業の継続、医療提供体制の支援、従業員への休業手当の

一部を助成する「雇用調整助成金」の日額上限引き上げや、事業者の家賃負担を軽減する

「家賃支援給付金」の創設などが組み込まれている。(経産省、厚労省関係予算案のポイン

トは６月号に掲載) 

 
●２０２０年３月末までの消費税転嫁対策の取組状況  

経済産業省では、２０１４年４月の消費税率８％引上げ、２０１９年１０月の消費税率１０％

引上げを踏まえ、消費税の円滑かつ適正な転嫁を確保する観点から、様々な転嫁対策を

実施している。今般、２０２０年３月末までの主な転嫁対策の取組状況が取りまとめられた。  

〇取組状況の概要 

（１） 監視・取締り対応の取組・取引の売手側が転嫁拒否行為を受けていないか情報収集 

するため、令和元年度も引き続き、大規模な書面調査を実施している。  

・転嫁拒否行為に対しては、２０２０年３月末までの累計（公正取引委員会との合算）､指

導５,７７１ 件、措置請求１３件、勧告５４件実施。  

・転嫁対策調査官（転嫁Ｇメン）が転嫁拒否行為に関する情報の収集、相談対応等を

行う 『Ｇメンパトロール』 を実施。  

（２）広報・相談対応の取組  

・消費税転嫁対策に関する分かり易い手引き及びマニュアル・パンフレットを作成し、全 

国の事業者へ配布。（累計約１８６万部）  

・中小企業団体や国が認定する支援機関において転嫁対策に関する講習会等を開催｡ 

 （２０２０年３月末までに、累計で約２万５千回実施、約５６万人が参加）  

・消費税の円滑かつ適正な転嫁の順守を盛り込む等の改訂を実施した下請取引適正

化ガイドラインについて、ガイドライン説明会等を通じて所管業界団体・企業等に周知。 

・中小企業４団体において、全国２,３２４箇所に相談窓口を設けて相談対応を実施。 

（２０２０年３月末までに累計で約２０６万件の相談対応を実施。）  

・中小企業庁では、ウェブ上に情報セキュリティにも十分に配慮した申告情報受付窓口

を設置している。  

〇申告情報受付窓口  

    https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/shohizei/m5nrxt3     

 

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/shohizei/m5nrxt3
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〇消費税転嫁対策の概要等 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/shouhizeitenka.htm                     

 

・消費税の転嫁状況を定期的に把握するため、モニタリング調査を実施。２０２０年２月の

書面調査では、転嫁状況について事業者間取引では８８.５％、消費者向け取引では 

７８.９％の事業者が「全て転嫁できている」と回答。また、「全く転嫁できていない」と答え 

た事業者は事業者間取引では１.８8％、消費者向け取引では３.２％。  

 

 

●夏季エネルギー対策について  

６月から ９月の期間､夏季省エネルギーの取組を促進するため、省エネルギー・省資源

対策推進会議省庁連絡会議で「夏季の省エネルギーの取組について」が決定された。夏の

省エネキャンペーンの期間において省エネルギーの普及活動を行い、省エネルギーの取

組の実践について協力を呼びかけていき、政府自らも率先して、冷房中の室温の適正化や 

照明の削減など、省エネルギーの取組を実践するとしている。  

工場・事業場関係  

〇工場・事業場における省エネ法に基づくエネルギー管理の実施 

以下に掲げる取組の推進を含め、省エネ法に基づく適切なエネルギー管理を実施す
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ること。なお、特定事業者においては２０１６度から開始した「事業者クラス分け評価制度」

※１によるＳＡＢＣの評価も踏まえた取組を行うこと。  

・事業者全体としての管理体制の整備、責任者の配置及び省エネ目標に関する取組方 

針等の策定を通じて、省エネルギーを推進すること。  

・省エネ法の「工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基 

準」※２に基づく設備の管理標準の策定・実施など適切なエネルギー管理を実施する 

こと。 

 ・省エネ法の「工場等における電気の需要の平準化に資する措置に関する事業者の指

針」※３に基づく電気需要平準化時間帯における電気の使用から燃料又は熱の使用

への転換、電気需要平準化時間帯以外の時間帯への電気を消費する機械器具を使

用する時間の変更など、電気需要平準化に資する措置を実施すること。 

  ※１ 事業者クラス分け評価制度 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/ 

enterprise/overview/institution/index.html  

※２ 工場等におけるエネルギーの使用の合理化に 

関する事業者の判断の基準       

     https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/ 

summary/pdf/190401_handankijun.pdf 

※３ 工場等における電気の需要の平準化に資する措置に関する 

業者の指針 

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/      

 

また、エネルギー使用量が一定規模以上の事業者(年間エネルギー使用量１,５００kｌ以

上の工場等設置者)となった場合には、国へエネルギー使用状況届出書の届出を行うこ

と。  

 
 
●綿工連産地・企業の新聞掲載記事一覧 （２０２０年６月） 
 
 繊維ニュース  

６月 ３日 「植山グループ」 国内グループ企業を再編 製造、販売の役割明確に（播州） 

６月 ４日 コロナ禍の播州織産地 感染警戒しつつ営業再開 新たなスタイル模索（播州） 

６月 ５日 播州織工房館 リニューアルし営業再開 商品ラインアップも拡充（播州） 

６月 ９日 播州織の西脇市 縫製誘致に１億２千万円 製品まで一貫で活性化へ（播州） 

６月１０日 「タケヤリ」 コーヒーを楽しめるセット 地元事業者とのコラボ商品発売（岡山） 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/190401_handankijun.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/190401_handankijun.pdf
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/
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６月１６日 「川上織物」 最新の織機２台増設へ 初の広幅機で受注増狙う（播州） 

６月１７日 播州産地のいま 新たな産地へと進化を遂げる コロナ禍を変革の転機に（播州） 

６月１７日 播州織工業協同組合 生地に抗ウイルス加工 １０回洗濯後も効果確認（播州） 

６月１７日 ＜産地往来＞ 播州 災禍も改革の原動力に（播州） 

６月１７日 「維研」 ６月期は増収見込む 駆け込み需要で受注増（江南） 

６月１８日 「ショーワ」 事前予約制で大阪展（岡山） 

６月１９日 「タケヤリ」 日常使い特化のトートバッグ（岡山） 

６月２２日 ＜往来＞ 笹田織物 笹田昌孝社長（奈良） 

６月２２日 「木村織物」 価格引き上げが課題 “広さから深さへ”も意識（高島） 

６月２４日 ＜ズームイン＞ 綿工連綿's 倶楽部委員長に就いた笹田昌孝氏（奈良） 

６月２５日 高島産地 生地提供で地域に貢献 マスク地や布巾として（高島） 

 

繊 研 新 聞 

６月 ４日 「植山グループ」 グループ再編（播州） 

６月 ９日 「小円織物」 テッタオデザインオフィスと共同で播州織ガーゼタオル（播州） 

６月１６日 「SOUSOU」 高島ちぢみで夏向けマスク（高島） 

 

●特許公開情報 

２０２０年６月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00 

 

[特許公開情報] （２０２０年６月公開分） 

＜６月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2020-081867 
杭州浅藍進出口有限公司

（中国） 
加重加熱織物 

2 特開 2020-082365 平岡織染(株) 透明フレキシブルシート 

3 特開 2020-082366 平岡織染(株) 透明フレキシブルシート 

4 特開 2020-084347 帝人(株) 耐熱防護服 

5 特開 2020-084357 帝人フロンティア(株) 繊維構造物およびインテリア用品 

6 特開 2020-084358 ユニチカトレーディング(株) 
仮撚中空マルチフィラメント糸、その製造方

法、および織編物 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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 ６ 月 の 行 事 

６月１０日………… 第１３４回通商問題委員会開催（東京・繊維会館） 

６月１３日………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館）  

 

７月以降の行事  

７月１３日………… 繊産連常任委員会（霞ヶ関ビル）  

７月２８日………… ＳＣＭ推進協議会取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

９月 ５日………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪綿業会館）  

 

 

 

 

 

 

7 特開 2020-084390 (株)クラレ 
エチレン－ビニルアルコール共重合体を含む

繊維及び複合繊維 

8 特開 2020-084397 

東洋紡ＳＴＣ(株) 

東洋紡(株) 

日本エクスラン工業(株) 

紡績性及び吸放湿性に優れた紡績糸及び織編

物 

9 特開 2020-084585 
三正通商(株) 

栗田煙草苗育布製造(株) 
複層型下敷きテープ 

10 特開 2020-089305 日本ワイドクロス(株) 農業用ネット 

11 特開 2020-090089 
(株)クラレ 

ウラセ(株) 
複合シート 

12 特開 2020-090743 山崎産業(株) 織物及び敷物 

13 特開 2020-090757 日本フエルト(株) 製紙用フェルト基布 

14 特開 2020-090768 
帝人フロンティア(株) 

(株)村田製作所 

抗菌撚糸、並びに抗菌撚糸を備える抗菌糸及

び抗菌布 

15 特開 2020-094306 (株)川島織物セルコン 蓄光性を有する布帛 

16 特開 2020-094310 東レ(株) 複合繊維およびそれよりなる繊維構造体 

17 特開 2020-097233 セーレン(株) 導電性布帛及びその製造方法 

18 特開 2020-097801 三菱ケミカル(株) スラブ糸及び織編物 

19 特許 6570780 信越石英(株) シリカガラスヤーン及びシリカガラスクロス 
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“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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